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部

部
長
　
国
崎
信
江

た
。現
在
で
は
、大
学
生
、看
護
師
、

主
婦
、
市
議
、
会
社
員
ま
で
年
齢

も
幅
広
く
職
種
も
多
様
、
さ
ら
に

部
員
11
名
の
う
ち
６
名
が
マ
ラ
ソ

ン
ラ
ン
ナ
ー
と
い
う
ス
ポ
ー

テ
ィ
ー
な
女
性
が
所
属
し
て
い
ま

す
。

　

発
足
当
初
は
、
殻
を
出
た
ば
か

り
の
雛
の
よ
う
に
ど
ち
ら
に
進
め

ば
よ
い
の
か
右
も
左
も
わ
か
ら
な

い
状
況
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
各

自
の
入
団
し
た
想
い
と
と
も
に
女

性
部
の
活
動
方
針
に
つ
い
て
消
防

本
部
の
ご
担
当
者
を
交
え
て
何
度

も
意
見
を
交
わ
し
時
間
を
か
け
て

話
し
合
い
ま
し
た
。
詰
所
を
持
た

な
い
、
車
両
も
な
い
、
居
住
地
も

広
範
囲
に
位
置
す
る
と
い
っ
た
環

境
の
中
で
、
全
員
が
無
理
な
く
活

動
出
来
て
市
民
の
皆
様
の
お
役
に

立
て
る
こ
と
を
検
討
し
た
末
に
、

救
命
講
習
の
指
導
員
を
目
指
す
こ

と
を
活
動
方
針
の
ひ
と
つ
に
掲
げ

ま
し
た
。
ま
ず
は
応
急
手
当
指
導

員
の
研
修
を
受
講
し
、
そ
の
年
に

全
員
が
指
導
員
と
し
て
の
認
定
を

受
け
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
昨

年
は
、
年
度
初
め
か
ら
市
内
で
行

わ
れ
る
救
命
手
当
の
講
習
に
参
加

し
、
本
署
の
指
導
員
の
補
助
を
し

て
経
験
を
重
ね
ま
し
た
。
さ
ら
に

今
年
は
、
救
命
講
習
に
お
け
る
指

導
員
と
し
て
の
自
立
を
目
指
し
て

指
導
方
法
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
勉

強
会
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

 

　

ま
た
、
救
命
講
習
へ
の
参
加
の

傍
ら
、
女
性
消
防
団
の
存
在
を
市

民
の
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
出
初
式
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
や

受
付
の
他
、
市
で
実
施
す
る
防
災

訓
練
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝

い
、
歳
末
警
戒
な
ど
に
も
積
極
的

に
参
画
す
る
ほ
か
、
毎
月
1
回
定

例
会
議
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
毎

月
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
定
例
会
議

へ
の
出
席
率
が
高
い
こ
と
か
ら
も

女
性
部
員
の
活
動
へ
の
意
識
の
高

さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
近
年
大
規
模
な
災

害
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
を
鑑

み
、
発
足
し
た
年
に
女
性
部
と
し

て
災
害
時
の
役
割
を
話
し
合
い
ま

し
た
。
災
害
時
に
本
署
に
集
ま
る

の
で
は
な
く
、
自
宅
の
近
く
の
避

難
所
の
運
営
支
援
を
実
施
す
る
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。
災
害
直
後
は

全
員
集
ま
っ
て
活
動
す
る
よ
り

も
、
自
ら
の
安
全
を
確
保
し
な
が

ら
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
活
動
す
る

こ
と
が
効
率
か
つ
地
域
の
支
援
に

つ
な
が
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

女
性
部
は
全
員
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
利
用
し
て
い
る
の
で
、L
I
N
E

で
つ
な
が
っ
て
い
て
活
動
の
連
絡

に
も
活
用
し
て
い
ま
す
。
災
害
時

も
地
域
の
被
害
状
況
や
避
難
所
の

状
況
を
随
時
L
I
N
E
で
情
報
共

有
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
私
た
ち
は
誰
も
が
私

生
活
に
お
い
て
多
用
で
あ
る
こ
と

を
理
解
し
合
い
、
欠
席
や
遅
刻
を

責
め
る
こ
と
な
く
で
き
る
こ
と
を

無
理
せ
ず
に
や
っ
て
い
こ
う
と
い

う
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
隣
の
君
津
市
の
女
性
消
防
団

と
の
交
流
や
千
葉
県
消
防
学
校
で

の
研
修
を
通
じ
て
多
く
の
刺
激
を

受
け
な
が
ら
、
地
域
に
必
要
と
さ

れ
る
活
動
を
常
に
模
索
し
、
木
更

津
市
に
お
け
る
女
性
消
防
団
の
未

来
に
つ
な
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
か
ら
の
励

ま
し
、
ご
指
導
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

私
は
平
成
21
年
４
月
に
木
更
津

市
消
防
団
に
入
団
し
ま
し
た
。
９

年
前
の
入
団
当
時
は
、
木
更
津
市

で
初
め
て
女
性
の
団
員
を
受
け
入

れ
る
こ
と
に
様
々
な
課
題
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
が
消
防
本
部
や
消

防
団
の
皆
様
の
ご
理
解
の
も
と
、

受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を

心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
私
は

地
元
の
3
分
団
3
部
に
入
団
し
ま

し
た
が
、
団
員
の
皆
様
が
と
て
も

親
切
で
、
様
々
な
配
慮
を
し
て
く

だ
さ
っ
た
の
で
女
性
一
人
と
い
う

環
境
の
中
で
も
楽
し
く
活
動
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

　

さ
て
、
木
更
津
市
で
は
女
性
の

入
団
希
望
が
増
え
た
こ
と
か
ら
、

平
成
28
年
4
月
に
、
機
能
別
消
防

団
の
ひ
と
つ
と
し
て
女
性
部
（
女

性
消
防
団
）
が
発
足
し
ま
し
た
。

私
は
こ
れ
を
機
に
、
こ
れ
ま
で
の

分
団
か
ら
女
性
部
に
移
り
ま
し



優
勝
チ
ー
ム
紹
介

木
更
津
市

　
消
防
操
法
大
会

木
更
津
市

　
消
防
操
法
大
会

大
会
の
結
果

大
会
の
結
果

　

平
成
30
年
6
月
3
日
（
日
）
旧

市
役
所
西
側
駐
車
場
で
第
54
回
木

更
津
市
消
防
操
法
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
同
大
会
は
、
団
員
の
消

防
技
術
の
向
上
と
士
気
の
高
揚
を

図
り
、
迅
速
・
適
格
か
つ
実
践
的

な
基
本
訓
練
を
展
開
し
、
火
災
防

御
に
万
全
を
期
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

全
38
個
部
の
消
防
団
が
、
１

チ
ー
ム
５
人
で
行
う
「
ポ
ン
プ
車

の
部
」
に
は
８
個
部
、
１
チ
ー
ム

４
人
で
行
う「
小
型
ポ
ン
プ
の
部
」

に
は
30
個
部
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

消
防
ポ
ン
プ
を
的
確
に
操
作
し
、

地
元
地
区
の
災
害
防
御
に
努
め
る

た
め
、
基
本
動
作
を
習
得
し
、
迅

速
な
活
動
を
行
う
た
め
に
、
各
部

消
防
団
員
は
休
日
や
仕
事
を
終
え

て
か
ら
の
夜
間
を
利
用
し
て
訓
練

に
励
み
大
会
を
迎
え
ま
し
た
。

　　
【
団
体
総
合
】

▽
優　

勝　

５
分
団（
鎌
足
地
区
）

▽
準
優
勝　

７
分
団（
中
郷
地
区
）

　
【
ポ
ン
プ
車
の
部
】

▽
優　

勝 

８
分
団
２
部（
下
内
橋
・

戸
国

）

▽
準
優
勝 

４
分
団
３
部（
久
津
間
）

▽
第
三
位 

５
分
団
１
部（
矢　

那
）

　
【
小
型
ポ
ン
プ
の
部
】

▽
優　

勝 

２
分
団
５
部（
上
烏
田
・

八
幡
台

）

▽
準
優
勝 

５
分
団
３
部（
高
倉
・
草
敷
）

▽
第
三
位 
５
分
団
２
部（
下
矢
那
）

▽
第
四
位 
２
分
団
４
部（
大
久
保
・

下
烏
田

）

▽
第
五
位 

４
分
団
２
部（
江　

川
）

▽
第
六
位 

７
分
団
３
部（
井
尻
・
曽
根
・

牛
袋
野　

）
　
《
最
優
秀
個
人
賞
》

【
ポ
ン
プ
車
の
部
】

▽
指
揮
者 

富
岡 

章
紀
（
８
分
団
２
部
）

▽
一
番
員 

坂　

 

典
行
（
５
分
団
１
部
）

▽
二
番
員 

時
田 

裕
介
（
４
分
団
３
部
）

▽
三
番
員 

岩
﨑 

弘
樹
（
４
分
団
３
部
）

▽
四
番
員 

伊
藤 

優
児
（
５
分
団
１
部
）

【
小
型
ポ
ン
プ
の
部
】

▽
指
揮
者 
山
田 

貴
士
（
３
分
団
４
部
）

▽
一
番
員 
鎌
形 

章
広
（
５
分
団
３
部
）

▽
二
番
員 
曽
我 
洸
貴
（
５
分
団
３
部
）

▽
三
番
員 

中
村 
幸
二
（
２
分
団
５
部
）

《
ポ
ン
プ
車
の
部
》

　
８
分
団
２
部
（
下
内
橋
・
戸
国
）

指
揮
者 

富
岡 

章
紀  

一
番
員 

小
川 

順
也

二
番
員 

及
川 

正
一  

三
番
員 

東　

 

圭
亮

四
番
員 

金
子 

大
輔  

補
助
員 

根
本 

茂
樹

　
部
長
コ
メ
ン
ト　
及
川　
正
一

　

今
回
操
法
大
会
に
向
け
、
２
ヶ

月
間
訓
練
に
励
ん
で
参
り
ま
し
た
。

部
長
を
務
め
な
が
ら
の
選
手
兼
任

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
い
ろ
い
ろ

大
変
で
し
た
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
、

Ｏ
Ｂ
の
方
々
の
協
力
も
あ
り
、
優

勝
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
選
手

の
皆
さ
ん
も
仕
事
が
あ
り
な
が
ら

も
時
間
を
削
っ
て
頑
張
っ
て
き
た

結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
経
験
を
生
か
し
団

員
一
同
一
団
と
な
り
消
防
活
動
に

励
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

《
小
型
ポ
ン
プ
の
部
》

　
２
分
団
５
部（
上
烏
田・八
幡
台
）

指
揮
者 

井
上 

啓
輔  

一
番
員 

鈴
木 

友
章

二
番
員 

嶋
野 

幸
雄  

三
番
員 

中
村 

幸
二

補
助
員 

苅
込 　
勲

　
部
長
コ
メ
ン
ト　
井
上　
大
輔

　

今
大
会
は
練
習
期
間
が
短
い
中
、

練
習
時
間
を
増
や
し
、
２
分
団
５

部
全
員
が
一
丸
と
な
り
、
あ
と
一

歩
の
所
で
勝
ち
取
る
事
が
出
来
な

か
っ
た
優
勝
を
掴
む
事
が
出
来
ま

し
た
。
こ
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
経

験
を
今
後
の
操
法
技
術
向
上
や
地

域
防
災
、
消
防
活
動
に
役
立
て
た

い
と
思
い
ま
す
。

山田選手

鎌形選手

曽我選手

中村選手

富岡選手

坂選手

時田選手

岩﨑選手

伊藤選手



出
場
チ
ー
ム
紹
介

行

事

予

定

平
成
30
年
度

平
成
30
年
度

全
団
員
研
修

君
津
支
部

　
消
防
操
法
大
会

君
津
支
部

　
消
防
操
法
大
会

大
会
の
結
果

大
会
の
結
果

11
月
４
日

　
　

第
41
回
木
更
津
市
消
防
団

　
　

早
出
し
放
水
競
技
大
会

11
月
９
日
〜
15
日

　
　

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

12
月
28
日
〜
31
日

　
　

歳
末
特
別
警
戒

１
月
20
日

　
　

平
成
31
年
木
更
津
市

　
　
　
　
　
　

消
防
出
初
式

２
月
17
日

　
　

春
季
消
防
演
習

３
月
１
日
〜
７
日

　
　

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　

平
成
30
年
6
月
30
日
（
土
）
千

葉
県
消
防
協
会
君
津
支
部
主
催

「
第
39
回
君
津
支
部
消
防
操
法
大

会
」
が
、
君
津
市
民
文
化
ホ
ー
ル

駐
車
場
内
で
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
大
会
は
、
消
防
操
法
の
普
及
向

上
と
士
気
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、

千
葉
県
消
防
操
法
大
会
へ
の
出
場

を
選
抜
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

大
会
で
、
君
津
地
区
4
市
の
代
表

が
互
い
に
技
術
を
競
い
合
い
ま
し

た
。

　

本
市
か
ら
は
、
6
月
3
日
に
行

わ
れ
た
木
更
津
市
の
大
会
で
優
勝

し
た
ポ
ン
プ
車
の
部
8
分
団
2
部

と
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
2
分
団
5

部
が
代
表
出
場
し
ま
し
た
。

規
律
訓
練
は
新
入
団
員
を
は
じ
め

と
す
る
団
員
が
各
小
隊
に
分
か
れ
、

規
律
保
持
と
気
力
の
充
実
を
図
る

た
め
の
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
【
ポ
ン
プ
車
の
部
】

▽
優　

勝　

君
津
市
消
防
団

▽
準
優
勝　

袖
ケ
浦
市
消
防
団

▽
第
３
位　

富
津
市
消
防
団

▽
第
４
位　

木
更
津
市
消
防
団

　
【
小
型
ポ
ン
プ
の
部
】

▽
優　

勝　

袖
ケ
浦
市
消
防
団

▽
準
優
勝　

君
津
市
消
防
団

▽
第
３
位　

富
津
市
消
防
団

▽
第
４
位　

木
更
津
市
消
防
団

【
ポ
ン
プ
車
の
部
】

　
８
分
団
２
部
（
下
内
橋
・
戸
国
）

▽
指
揮
者　

富
岡　

章
紀

▽
一
番
員　

小
川　

順
也

▽
二
番
員　

及
川　

正
一

▽
三
番
員　

東　
　

圭
亮

▽
四
番
員　

根
本　

紘
樹

▽
補
助
員　

松
嵜　
　

薫

【
小
型
ポ
ン
プ
の
部
】

　
２
分
団
５
部（
上
烏
田・八
幡
台
）

▽
指
揮
者　

井
上　

啓
輔

▽
一
番
員　

鈴
木　

友
章

▽
二
番
員　

嶋
野　

幸
雄

▽
三
番
員　

中
村　

幸
二

▽
補
助
員　

苅
込　
　

勲

《
最
優
秀
個
人
賞
》

　
【
小
型
ポ
ン
プ
の
部
】

▽
三
番
員 

中
村 

幸
二（
２
分
団
５
部
）

　

平
成
30
年
４
月
29
日
（
日
）
に

全
団
員
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

各
部
新
体
制
の
も
と
、
団
員
の

役
職
・
役
割
別
に
分
か
れ
、
消
防

団
の
職
務
及
び
心
得
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

　

幹
部
研
修
で
は
部
長
以
上
を
対

象
に
消
防
団
幹
部
と
し
て
物
事
を

深
く
見
通
し
本
質
を
と
ら
え
、
優

れ
た
判
断
力
を
養
い
、
ま
た
団
員

の
士
気
高
揚
を
図
る
た
め
の
心
得

を
学
び
ま
し
た
。

　

機
関
員
講
習
で
は
消
防
ポ
ン
プ

及
び
消
火
栓
の
取
り
扱
い
等
を
学

び
、
火
災
出
動
等
の
際
に
必
要
な

知
識
と
技
術
を
習
得
し
ま
し
た
。

14

4

16

34

種 別

（平成30年8月31日現在）

計1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

建 物

車 両

その他

合 計

平成30年火災件数（木更津市）

  1 1 2 3 1 2 4

 1   1   2 

   2 5 2 1 2 4

 1 1 3 8 5 2 6 8



出
火
原
因
と

　
火
災
予
防
の

　
　
ポ
イ
ン
ト

出
火
原
因
と

　
火
災
予
防
の

　
　
ポ
イ
ン
ト

❸ 

そ
の
他

❷ 

電
気
コ
ー
ド
等

❶ 

タ
バ
コ

意
外
な
物
が
火
事
の
原
因
に

出
火
原
因
か
ら
予
防
の

　
ポ
イ
ン
ト
を
幾
つ
か
挙
げ
て

　
　
　
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

出
火
原
因
第
１
位
の「
タ
バ
コ
」

「
寝
タ
バ
コ
」、「
火
種
の
残
っ
た

タ
バ
コ
の
不
始
末
」
な
ど
が
原
因

で
、
適
切
な
方
法
で
始
末
を
し
て

い
れ
ば
、
火
災
の
発
生
を
未
然
に

防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
る

も
の
が
大
半
を
占
め
ま
す
。
吸
い

殻
の
正
し
い
処
理
と
喫
煙
者
の
防

火
意
識
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
タ
バ
コ
が
原
因
に
よ
る

火
災
に
お
い
て
、
着
火
物
で
は
布

団
類
が
最
も
多
く
、
高
齢
者
に
多

く
見
ら
れ
ま
す
。
出
火
時
に
就
寝

中
で
あ
る
こ
と
、
泥
酔
状
態
で
死

亡
す
る
ケ
ー
ス
が
目
立
ち
ま
す
。

「
寝
タ
バ
コ
を
し
な
い
」
と
い
う

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
重
要
で
す
が
、

万
が
一
の
た
め
、
防
炎
品
の
シ
ー

ツ
や
掛
布
団
カ
バ
ー
を
使
用
す
る

こ
と
も
お
勧
め
し
ま
す
。

　
ポ
イ
ン
ト

●
安
全
な
場
所
で
の
喫
煙

●
吸
殻
を
灰
皿
に
た
め
な
い
、
吸

殻
は
水
で
消
し
て
か
ら
捨
て
る

●
喫
煙
中
の
う
た
た
寝
に
は
注
意

●
寝
タ
バ
コ
は
や
ら
な
い

　

電
気
火
災
の
う
ち
漏
電
・
電
線

の
シ
ョ
ー
ト
・
ス
パ
ー
ク
・
半
断

線
・
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
等
を
原
因
と

し
た
発
熱
に
よ
っ
て
起
こ
る
火
災

（
以
下
「
電
気
コ
ー
ド
火
災
等
」

と
い
う
。）
は
、
火
の
気
の
な
い

場
所
か
ら
出
火
す
る
た
め
注
意
が

必
要
で
す
。

 

こ
れ
ら
の
火
災
の
出
火
原
因
は

「
コ
ー
ド
」、「
差
し
込
み
プ
ラ
グ
」

が
多
く
な
っ
て
い
て
、
火
災
に

至
っ
た
理
由
を
み
る
と
、「
金
属

の
接
触
部
が
過
熱
す
る
」、「
電
線

が
シ
ョ
ー
ト
す
る
」、「
ト
ラ
ッ
キ

ン
グ
」
の
順
に
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。

 

コ
ー
ド
等
は
物
に
踏
ま
れ
た
り

折
れ
曲
が
っ
た
状
態
で
使
用
さ
れ

て
い
た
た
め
に
コ
ー
ド
の
被
覆
が

損
傷
し
た
り
、
長
年
使
用
し
た
こ

と
に
よ
る
経
年
劣
化
に
よ
り
、

シ
ョ
ー
ト
や
半
断
線
が
発
生
し
て

火
災
に
至
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

差
し
込
み
プ
ラ
グ
は
、
差
し
刃
間

の
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
に
よ
る
火

災
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

※

ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
と
は
、
コ
ン
セ

ン
ト
に
差
し
込
ん
だ
プ
ラ
グ
の

差
し
刃
間
に
付
着
し
た
綿
ほ
こ

り
等
が
湿
気
を
帯
び
て
微
小
な

ら
出
火
し
火
災
に
至
っ
た
も
の
も

あ
り
ま
す
。

●
収
れ
ん
火
災

　

太
陽
の
光
が
鏡
に
よ
っ
て
反
射

し
た
り
、
凸
レ
ン
ズ
状
の
物
体
な

ど
に
よ
っ
て
光
が
一
点
に
集
中
し
、

物
が
燃
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
生

す
る
火
災
を
収
れ
ん
火
災
と
い
い

ま
す
。

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
眼
鏡
、
鏡
や

窓
に
張
り
付
け
た
透
明
な
吸
盤
な

ど
、
私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
様
々

な
物
で
も
収
れ
ん
火
災
を
引
き
起

こ
す
事
が
あ
り
ま
す
。

●
通
電
火
災

　

大
規
模
な
地
震
な
ど
で
停
電
が

発
生
し
、
そ
の
後
復
旧
し
た
際
、

火
災
が
発
生
す
る
事
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
時
、
原
因
と
し
て
最
も
多
い

の
が
通
電
火
災
で
す
。

　

通
電
火
災
は
地
震
で
損
壊
し
た

電
化
製
品
が
停
電
の
復
旧
に
よ
り

通
電
し
た
際
、
断
線
し
た
コ
ー
ド

が
シ
ョ
ー
ト
す
る
事
に
よ
り
起
り

ま
す
。
ま
た
、
転
倒
し
た
ス
タ
ン

ド
ラ
イ
ト
や
電
気
ス
ト
ー
ブ
に
可

燃
物
が
接
触
す
る
事
に
よ
っ
て
も

ひ
き
起
さ
れ
ま
す
。

ス
パ
ー
ク
を
繰
り
返
し
、
や
が
て

差
し
刃
間
に
電
気
回
路
が
形
成

さ
れ
出
火
す
る
こ
と
を
言
い
ま
す

　
ポ
イ
ン
ト

●
ほ
こ
り
が
た
ま
ら
な
い
よ
う
に
、

特
に
隠
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
注

意
し
定
期
的
に
掃
除
を
す
る

●
差
し
込
み
プ
ラ
グ
を
抜
く
と
き

は
、
コ
ー
ド
で
は
な
く
プ
ラ
グ

本
体
を
持
っ
て
抜
く

●
コ
ー
ド
の
折
れ
曲
が
り
、
家
具

等
の
下
敷
き
に
注
意
す
る

●
束
ね
て
の
使
用
は
し
な
い
よ
う

に
す
る

●
テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ
は
、
決
め
ら

れ
た
容
量
内
で
使
用
す
る

●
外
出
時
や
就
寝
時
な
ど
は
、
使

わ
な
い
プ
ラ
グ
は
コ
ン
セ
ン
ト

か
ら
抜
い
て
お
く
。

 
稀
な
ケ
ー
ス
で
は
あ
り
ま
す
が
、

火
災
原
因
の
中
に
は
意
外
な
物
か

　

原
因
別
出
火
件
数（
上
位
７
位
）

総
務
省
消
防
庁
に
よ
る
と
平
成
29

年
（
１
月
か
ら
12
月
ま
で
）
の
総

出
火
件
数
は
3
9
，3
7
3
件
。

 

１ 

タ
バ
コ 

3,712

 

２ 

放
火 

3,528

 

３ 

こ
ん
ろ 

3,032

 

４ 

た
き
火 

2,857

 

５ 

放
火
の
疑
い 

2,305

 

６ 
 

1,772

 

７ 
 

1,453

 

順
位 

出
火
原
因 

出
火

 
 

 

件
数 

出
火
原
因
別
表

火
入
れ

（
野
焼
き
）

電
灯
、
電
話
等

の
配
線

※


